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《ごあいさつ》 

FAR会の会員増を願って 

会長 藤田 透 

今年は元日早々に能登半島地震が発生し、お亡くなりになられた方々・そのご家

族・関係者の方々に対しまして、心よりお悔やみ申し上げますとともに、被災され

た皆様に心よりお見舞いを申し上げます。能登半島は宮地先生のお世話により FAR

会「2015能登を巡る旅」として輪島の朝市・白米千枚田・和倉温泉等を案内いただ

いた記憶が鮮明に残っており、一日も早く平穏な生活が戻ることを祈っています。 

新型コロナウイルス感染症が 1年前に 5類感染症となり、心配された第 10波も

大事にはならず一安心でした。とはいえ、手足口病・インフルエンザ・RSウイル

ス・梅毒・A型溶連菌感染症・水痘等の感染症は増加しており、5類になった新型コロナウイルスも新型が

更なる新型への変異を繰り返す、人類は永遠に感染症との戦いに挑まねばならないようです。FAR会の皆

様およびご家族のご多幸を祈っています。 

2001年 4月に創立した FAR会ですが、今年で 24年目となります。私は 2年前に FAR会をお預かりしま

したが、コロナ渦で多少の影響は受けたものの事業は概ね実施できました。ご協力いただいた皆様に大い

に感謝しています。ただ、このところ FAR会会員の高齢化と会員数の漸減が気になっています。創立時に

は 100名を超えていた会員数、最近では 90名を切るようになってきました。FAR会の礎となる先輩会員は

名誉会員となり残っていただけていますが、若め（？）の会員の入会が少ないと危惧しています。FAR会

の原点となる「明治会」（明治生まれの会長・実行委員長経験者）、「三交会」（明治、大正、昭和の会長・

実行委員長：1968年～）の流れを引き継いで JSRTの OB会として育ってきていることは誠に喜ばしいこと

です。「明治会」、「三交会」と違う点は、①現役執行部および事務局の入会、②JIRAの OB・執行部の入

会、③情報誌の発行・懇親会や小旅行の開催等といったところでしょうか。JSRT理事長を始めとした現役

執行部・事務局、大会長・実行委員長、JIRA関係者が同席して情報交換ができることは意義深く、会の発

展にも一役買っています。コロナ渦も一段落したことですので心機一転、小旅行も復活できれば良いなと

思っています。年 3回の情報誌発行や懇親会・小旅行を開催することで多くの皆さんと懇談できますこと

を願っています。昨秋、会員増を計るべく勧誘ポスター

を作成し学術大会の会場に掲示していただくことにしま

した。FAR会の皆様方におかれましても、会員数が一層

増加しますようご協力をお願いします。身近なご友人に

広く入会のお声がけいただければ有り難いです。 

今秋の第 52回秋季学術大会は初めて那覇市での開催と

なっています。これは第 1回日本放射線医療技術学術大

会として日本診療放射線技師学術大会との共催で開催さ

れます。FAR会としても「2024秋季懇親の夕べ」を那覇

市にて開催しますので、多くの皆様とお会いできますよ

うご参加をお待ちしています。 

 

内  容 

1. ごあいさつ          会  長  藤田 透 

2. 2024年 FAR 懇親の夕べ報告 代表幹事  江島光弘 

3. 2024年 秋の FAR会案内      代表幹事   藤田 透 

4. 2023年度事業報告 

5. 2024年度事業計画 

6. JSRT情報 

7. 編集の小窓 

http://www.jsrt.or.jp/
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《2024年 FAR懇親の夕べ》報告 

代表幹事 江島光弘  

昼間の快晴をそのままに夕方もさわやかな天気となりました。その日の横浜馬車道は、ガス灯 81基(本

物のガス灯）、アキニレの並木と咲きそろったツツジで私たちを迎えてくれました。 

2024年第 80回総会学術大会に合わせて行われる、FAR会の「懇親の夕べ」は 19：00から、生香園(オー

ナーシェフ：周 富輝）で、藤田 透 会長のご挨拶と乾杯のご発声で開演となりました。 

総勢 25名が参加して、広東料理(アワビ、エビなどの海鮮を中心にサッパリ仕立て)を堪能しました。 

第 80回総会学術大会 根岸 徹 大会長、柳田 智 実行委員長には、今大会の状況報告を兼ねたご挨拶を

いただき、谷畑誠二 委員には写真撮影をお願いするなど、お忙しい中にもかかわらずご協力いただきまし

たこと本当にありがとうございました。今後入会もお願いします。また石田隆行 代表理事をはじめたくさ

んの方々にご挨拶・ご報告をいただき、とても和やかなそしてエネルギッシュな「懇親の夕べ」に成りま

した。会の中締めは神澤良明 副会長にご挨拶いただき、21：15にお開きとさせて戴きました。 

今後の開催と代表幹事につきましては、52回秋季(藤田 透：沖縄）、81回総会(平野浩志：横浜）、53回秋

季（小笠原克彦：北海道）となっております。ぜひご参加戴きますようご案内申しあげます。 

今回、ご参加の予定で直前に様々な理由でご参加が叶わなかった方々には、次回は万障繰り合わせのご参

加が叶いますよう、体調不良だった方々には早く元気になられますように参加者一同願っております。 

会の開催にお力添えいただいた皆様方に改めて感謝申し上げて懇親の夕べのご報告とさせて戴きます。 

＜写真後列＞ (敬称略) 

宇高小波、北川千秋、小笠原克彦、奥田保男、錦 成郎、森 雅嗣、柳田 智 

＜写真中列＞ 

森 克彦、草山泰子、寺本和子、市田隆雄、根岸 徹、江島光弘、小水 満、内山幸男、本間龍夫、 

＜写真前列＞ 

船橋正夫、平野浩志、石田隆行、藤田 透、神澤良明、白石順二、筒井光代、前田幸一 

谷畑誠二 

2024 年 4 月 13 日「FAR 懇親の夕べ」 

於：生香園 新館 (横浜馬車道) 
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《2024年 秋の FAR会》案内 

2024年 秋季懇親の夕べ開催のご案内 

代表幹事 藤田 透 

幹  事 小水 満 

FAR 会情報誌 68 号《「2024 年度秋季懇親の夕べ」のご案内予告》で既にお知らせいたしましたように、

2024年 FAR会秋季懇親の夕べの開催を下記のようにご案内いたします。 

初めての沖縄県での開催となりました。遠路ですが、那覇市おもろ殿内那覇新都心で泡盛と創作うちなー

料理を沖縄の住宅のような雰囲気が味わえるお店を用意いたしました。 

なお、「参加申し込みは第 68号の記事を確認していただき同封ハガキをご利用ください」 

 

日 時：2024年 11月 1日（金）19:00～21:00 

場 所：「おもろ殿内(おもろどうんち) 那覇新都心店」 

沖縄県那覇市安謝 1丁目2−3  098-866-7395 

会 費： 6,000円 

交通のご案内 

  １）ゆいレール(モノレール) 

    ゆいレールおもろまち駅より徒歩 15分。那覇国際高校の近く 

  ２）国際通りよりタクシー2,000円程度 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あかがーらな古民家でいただく沖縄料理 ゆいレールおもろまち駅と おもろ殿内 

https://omorokikaku.com/omoro/ より 

 

 

おもろ殿

内 

https://omorokikaku.com/omoro/index.php
https://mainichibeer.jp/omorodunchi-naha/
https://omorokikaku.com/omoro/
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≪会からのお知らせ≫ 

 

【2023年度事業報告】 

1．庶務報告 (敬称略) 

1）会務報告 (2023年 4月 1日～2024年 3月 31日) 

 庶務事項 

(1) 会員状況(2024年 3月末現在） 

① 会員数 86名(内、名誉会員 19名) 

② 新入会員 ：石田隆行(2023年 5月 1日 入会)・大阪府 

小笠原克彦(2023年 6月 28日入会)・北海道 

③ 退 会 者 ：中園誠善         2023年 9月 15日付 

萩原康司(名誉会員)2024年 2月  1日付 

村上長善(名誉会員)2024年 2月 14日付 

堀井 均         2024年 3月 31日付 

（2）名誉会員の推戴 

規約第 4条「名誉会員」(会員であって、5年以上在籍で米寿(数え年 88歳)を過ぎた者で、 

終身とする。) の定めに基づき下記 5名の方に推戴状を送付した。(2024年 1月 1日付) 

平林久枝、遠山担彦、長澤 弘、山本義憲、稲津 博 

（3）編集委員会より委員の交代の提案があり運営委員会で承認した。 

石井 勉(退任) → 江口陽一(新任) 

 

2）会議報告 

① 2023年度第 1回世話人会の開催 

日 時：2023年 4月 15日(土)15：00～16：30 

場 所：パシフィコ横浜会議センター422室 

出席者： 今井方丈、上田克彦、江島光弘、小川 清、神澤良明、小水 満、佐藤公悦、佐藤幸光、 

隅田博臣、草山泰子、錦 成郎、橋田昌弘、平野浩志、藤田卓造、藤田 透、本間龍夫、 

前田幸一、森 克彦  以上 18名 

藤田会長を議長に選出し、議事に入った。 

(錦事務局長より資料を基に報告があった。) 

詳細は前述庶務報告並びに事業報告と重複するので割愛する。 

2022年度 事業報告・収支決算報告並びに、会計監査報告はすべて議事資料の通り承認された。 

今後の予定などを審議し下記の提案があった。 

② 新入会員加入策について 

1. JSRTホームページで FAR会の入り口の整備を要望する 

2. FAR会入会方法の簡素化と、Webでの入会方法を考える 

3. 学術大会時に FAR会のデスクを作り入会を呼びかける 

上記、2023年度事業計画(案）、予算(案)は全て承認された。 

③ 2023年度第 2回世話人会の開催 

日 時：2023年 10月 27日(金)15:30～16:30 

場 所：名古屋国際会議場 4号館 3階 436会議室 

出席者：江口陽一、江島光弘、小川 清、神澤良明、小水 満、草山泰子、錦 成郎、平野浩志、 

藤田卓造、藤田 透、堀田勝平、本間龍夫、森 克彦 以上 13名 

藤田会長を議長に選出し議事に入り、世話人会、懇親活動の報告を議事資料の通り全て承認した。 

 

④ 2023年度第 1回 運営委員会・総務委員会合同委員会 
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日 時：2024 年 1月 15日(月)16:30～17:30 

場 所：JSRT事務局会議室 

議 題：2024年度事業計画(案)並びに収支予算(案)の計画 

出席者：藤田 透、錦 成郎、森 克彦、神澤良明、小水 満、草山泰子 以上 6名 

3）総務委員会 

(1) 報告事項 

a. 会員数：90名、うち名誉会員：16名 (2023年9月30日現在） 

b. 世話人の交代 

井手口忠光から世話人辞退の申し入れがあり、事情を考慮し認め、代わりに白石順二を世話人と

する案を2024年度第1回世話人会に諮ることとした。（2024年4月1日より、任期は2026年3月31日ま

で残任期間とする) 

c. 2024年1月15日現在の会費未納者：2名 

年度内に納付されなければ、規約に則り退会扱いになる旨をお知らせした。 

d. 事業計画案・収支予算案は、その策定を正副会長ならびに、正副総務委員長に一任し、2024年 

度第 1回世話人会に提案することとし、予算については「2024年秋を念頭に置いて計画中」の郵

便料金値上げについても考慮して策定することとした。 

(2) 情報誌 

① 情報誌第 66号を 2023年 5月 15日付けにて全 12頁で発行した。 

② 情報誌第 67号を 2023年 9月 15日付けにて全 8頁で発行した。 

③ 情報誌第 68号を 2024年 1月 15日付けにて全 8頁で発行した。 

(3) 会員名簿の発行 

毎年 5月に発行される情報誌に同封していた「FAＲ会会員名簿」は個人情報保護の観点から同封を 

控えた。名簿希望の方は FAR会事務局 master@jsrt.or.jpに連絡下さい。 

(4) FAR会入会の案内パンフレットを作成した。(下図参照) 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 懇親活動 

①「2023春季懇親の夕べ」を下記で開催した。(代表幹事：佐藤幸光) 

日 時：2023年 4月 15日(土)19:00～ 
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場 所：横浜・元町中華街 「菜香新館」 

会 費：10,000円 

参加者：28名 

②「2023秋季懇親の夕べ」を下記で開催した。(代表幹事：藤田卓造、幹事：内山幸男、本間龍夫） 

日 時：2023年 10月 27日(金)19:00～21:00 

場 所：ANAクラウンプラザホテルグランコート名古屋内 中国料理「花梨」 

会 費：10,000円 

参加者：30名 

 

2．2023年度収支決算書報告並びに、会計監査報告 

① 2023年度収支計算書(2023年 4月 1日～2024年 3月 31日） 

収 入 の 部                          

(単位：円） 

科 目 予 算 額 決 算 額 備    考 

前 年 度 繰 越 1,103,635  1,103,635    

年 度 会 費 146,000  142,000  71名 

      新 入 会 分 10,000  4,000  新入会：2名(石田隆行、小笠原克彦) 

寄 付 金 30,000  40,000  代表理事祝金：10,000円×2回、前越先生(20,000円) 

広 告 料 0  0    

懇 親 会 費 500,000  580,500  
懇親の夕べ：280,000円、秋季懇親の夕べ：300,500円

(草山泰子：500円寄付含む) 

雑収入（利子等） 10,000  2  銀行利子 4/1：1円、銀行利子 10/1：1円 

合 計 1,799,635  1,870,137    

支 出 の 部    

科   目 予 算 額 決 算 額 備    考 

情 報 誌 作 成 費 30,000  30,000  情報誌 66号、67号、68号編集費 

懇 親 会 経 費 500,000  552,500  懇親の夕べ：252,000円、秋季懇親の夕べ：300,500円 

会 議 費 30,000  0    

運 営 旅 費 50,000  45,840  情報誌 63号、64号、65号発送作業に係る交通費 

通 信 郵 送 費 70,000  43,478  
メーリングリスト年会費＋手数料、 

情報誌 63号、64号、65号郵送料等 

事 務 用 品 費 50,000  60,272  
情報誌 63号、64号、65号印刷代、用紙代等、勧誘ポス

ター（50枚）4,990円, 封筒 600枚：11,570円 

新 規 事 業 費 10,000  0    

雑 費 5,000  2,231  メーリングリスト振替手数料等 

（払込手数料等） 5,000  440    

次 年 度 繰 越 金 1,049,635 1,135,376    

合 計 1,799,635  1,870,137    
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② 会計監査報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．2024年度 事業計画(案）・収支予算(案) 

1) 会議関係 

① 運営委員会 

日 時：2024年 4月 13日(土) 14:30～15:00 

場 所：パシフィコ横浜会議センター(423号室) 

上記で開催予告をしたが、FAR会の運営に関する細則(1)に「運営委員会は原則として春・秋世話 

人会の中間月に開催する」と表記されていることにより今後はそのようにすることとする。 

② 運営・総務合同委員会 

第 2回運営委員会は総務委員会と合同で 2025年 1月中旬に京都市で行う予定。 

③ 第 1回世話人会  

日 時：2024年 4月 13日(土) 15:30～17:00 

場 所：パシフィコ横浜 会議センター(423号室) 

議 題：2023年度事業報告、収支決算書報告並びに会計監査報告 

2024年度事業計画(案）、収支予算(案)を審議し議案書通り承認された。 

出席者：15名 

④ 第 2回世話人会 

2024年度秋季学術大会の開催地が沖縄であり宿泊、交通を考慮して、2024年度(上半期)の報告、 

議題等はメール文書による持ち回りとすることとした。(2024年 11月頃にメールにて文書会議を開 

催予定) 

上記で予定していたが、沖縄に参加される会員数を考慮し会議を持つことも考えることとした。 

議 題：会務報告、事務局報告等 

 

2) 情報誌 

① 情報誌第 69号を 2024年 5月 15日付けにて発行予定  

② 情報誌第 70号を 2024年 9月 15日付けにて発行予定 

③ 情報誌第 71号を 2025年 1月 15日付けにて発行予定 

会計監査報告書 

FAR 会 藤田 透 会長殿 

 

令和 6 年 3 月 18 日 

                        FAR 会 

会計監査 前田幸一 

 

FAR 会の令和 5 年度会計監査について下記のように報告い

たします。 

 

記 

 

私前田幸一は令和 5 年度収支計算書・会費納入台帳・預金通

帳・振替貯金・現金出納帳・及び領収書などの提出を受け、

詳細に精査いたしました。 

収入項目及び金額・支出項目及び金額など記載に間違いなく

管理されていることを報告いたします。 

以上 
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3) 懇親会関係 

① 2024年度 春季懇親の夕べ(代表幹事：江島光弘） 

日 時： 2024年 4月 13日(土)19：00～21：00 

場 所：生香園 (横浜市中区太田町 5-56 TEL045-681-4121） 

会 費：10,000円  

参加者：25名 

 

② 2024年度 秋季懇親の夕べ (代表幹事：藤田 透、幹事：小水 満） 

日 時： 2024年 11月 1日(金)19時～21時 

場 所： 『おもろ殿内(おもろどぅんち)那覇新都心店』 

会 費：6,000円  

 

③ 2025年度 春季懇親の夕べ 

日 時：2025年 4月 10日(木)～13日(日)(未定) 

JRCの懇親会等の日程を考慮し決めることとし、第 2回世話人会に提案する。 

代表幹事：平野浩志 

 

④ 2025年度 秋季学術大会における懇親活動について 

北海道旅行を含め日程等々後日提案 

代表幹事：小笠原克彦  

 

4）収支予算 

2024年度収支予算 

2024年 4月 1日～2025年 3月 31日 

収 入 の 部    
   

科      目 前年度予算額 予 算 額 備    考 
 

942,495  1,135,376   

年 度 会 費 150,000  134,000  67名(会員数:86名、うち名誉会員:19名) 

新 入 会 前 年

度 繰 越 分 

10,000 

  

10,000  5名 

寄 付 金 30,000  30,000    

広 告 料 0  0    

懇 親 会 費 500,000  500,000  春の懇親の夕べ 250,000、秋の懇親の夕べ 250,000 

雑収入(利子等) 10,000  10,000    

合 計 1,642,495  1,819,376    
    

 

支 出 の 部     

   

科   目 前年度予算額 予 算 額 備    考 

情 報 誌 作 成 費 30,000  30,000  情報誌 69号､70号､71号編集費 

懇 親 会 経 費 500,000  500,000  春・秋 各々25名 

会 議 費 30,000  30,000    

運 営 旅 費 50,000  50,000  情報誌 69号､70号､71号発送作業に係る交通費 
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通 信 郵 送 費 70,000  70,000  メーリングリスト年会費、手数料、 

情報誌 69号、70号、71号送料等 

事 務 用 品 費 50,000  60,000  情報誌 69号､70号､71号印刷代､用紙代等 

新 規 事 業 費 10,000  10,000    

雑 費 5,000  5,000    

(払込手数料等) 5,000  5,000    

次 年 度 繰 越 金 892,495  1,059,376    

合 計 1,642,495  1,819,376   

 

4. 世話人の交代 

下記 3名の世話人から世話人辞退の申し入れがあり事情を考慮し細則(1)2．世話人会 『世話人会は事業

報告、収支報告、事業計画、収支予算ならびに世話人・役員の選任、規約・細則改訂などの重要案件を審

議・決定する。』の定めに基づき役員交代を諮り認められた。 

井手口忠光(旧) → 白石順二(新) 

菊池 務(旧)   → 小笠原克彦(新) 

藤田卓造(旧)   → 内山幸男(新) 

期間は前任者の残任期間で 2024年 4月 1日より、2026年 3月 31日までとする。 

5. その他   

新入会員加入策について 

会長より次の提案があった。 

1．歴代の大会長、実行委員長に趣旨を説明し入会を促す。また世話人にも協力を依頼する。 

2．世話人各位より多々意見があり、全体で努力し増員を図ることとした。 

 

2024年度第 1回世話人会で 2023年度事業報告、2023年度収支計算書、会計監査報告、 

2024年度 事業計画(案）・収支予算(案)の議事案件は全て承認された。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

《JSRT情報》 

 

『第 1回日本放射線医療技術学術大会』 

併  催:第 40回日本医療放射線技術学会・第 52回秋季学術大会 

大会テーマ:｢ゆいまーる ～診療放射線技術の共創～｣ 

 

大会長：上田克彦(JART）・白石順二(JSRT) 

会 期：2024年 10月 31日(木)～11月 3日(日) 

会 場：沖縄コンベンションセンター：沖縄県宜野湾市真志喜 4-3-1 

 

 

『第 81回日本放射線技術学会総会学術大会』  

大会テーマ：「Radiology for Everyone」 

 

大会長：岩永秀幸（東京大学病院） 

  会 期：2025年 4月 10日(木)～13日(日)  

  会 場：パシフィコ横浜（横浜市） 
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

《編集の小窓》 

皆様には、FAR会情報誌の作成にあたりましては平素よりご支援、ご指導を賜り有難うございます。おか

げさまで No.69号を発刊することができました。 

 自然は一旦環境を変えてしまうと、なかなか元には戻らないとされていますが、1年近く工事用ネット

で、おおわれた状態だったせいか、ウグイス、ヤマガラ、エナガなどのベランダの仲間たちが来なくなり

ました。写真のヒヨドリは工事用のネットに引っかかって出場所を見つけられずにいたものです。初めて

つかみましたが、がっちりした体つきに感じました。（外傷などがないことを確認して放しました） 

野鳥たちがあまり来なくなったことで、我が家の三男

と長女、2羽のセキセイインコたちとの関わりが多くな

りました。  

三男はチー助（雄：黄色）で 2018年 3月に我が家に

きました。誕生日は 2018年 2月 2日頃だそうで、生後

一か月程度でやっと幼鳥への挿し餌時期が終わりそうな

微妙なタイミングでしたが、粟の穂をあげたら自分でど

んどん食べるので助かりました。でも 2～3回は挿し餌

を作ってあげました。餌の温度は 40～42度とかなり厳

格な指示がありましたので、それをパスできたのはラッ

キーでした。もう、それから 6年がたち、かなりの

お爺ちゃんです。（購入したお店の人によると、人間

でいったら 110歳は超えていることになるそうで

す）。そういえば最近は私の肩に止まって目を閉じて

いることが多くあります。我が家には天敵はいませ

んから、気を許しているのかもしれません。でも、

セキセイインコは死の直前まで元気で、弱った姿を

見せないとも聞きます。右の写真はチー助が生後 3

か月で、もう腕に止まっています。鼻の部分（黄色

いくちばしの上端から羽毛までの穴の開いた所）は

まだピンク色で雄か、雌の区別がつきません。しか

し、「チーちゃん」と呼びかけていたら、自分で「チ

ーちゃん」と言うようになったんです。雄しかしゃべれないといわれていますので、雄だと確信しまし

た。その日からまぎれもなく男の名前の「チー助」となりました。やはり、私の中では鳥がしゃべるのは

まだ不思議で変な感じです。 それからいろいろな言葉を覚えました。 

「チーちゃん カワイイ（一番先に覚えた言葉、受け答えはしばらくこれだった）」、「チーちゃん コ

ンニチワ（一般的な呼びかけで使う、近くに行くとこっちが、チーちゃんコンニチワと返事をするま

で、呼びかけられる、気づかないとずっと話かけられる）」、「チーちゃんは イイコデスネ」、「チーちゃ

んは オリコーウサン」、「チーちゃんは セキセイインコダヨ」、「チーチーパッパ チー」、「チーちゃ

ヒヨドリ 

チー助 3 か月頃（35g） 
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ん オヤツ（鳥かごから出すと、話かけてくる）」、「チーちゃん オヤサイ（鳥かごから出すと、話かけ

てくるオヤツがオヤサイに変形したらしい）」、「チュンチュン キタ（ベランダにスズメが来ると話すこ

とが多い）」、「チュンチュン イッチャッタ（イッチャッタはいなくなった時の言葉だと認識している可

能性もある、私が出かけた後に「オトウサン イッチャッタネ（妻に教わったらしい）。」「お父さん逝っ

ちゃったね。」とはまだ言われたくない。「チーちゃん オ

ウチカエッテ（妻がそろそろ鳥かごに帰ってほしいときに

話すのを覚えた）」「チーちゃん オウチカエル（これはチ

ー助が作った、帰って の変形）、「エシマ チーちゃん 

ハアーイ」、「タノシー・タノシー（楽しい・楽しいだが、

これを聞くと笑顔になる、私への癒しの言葉となってい

る）」、「ヨシ・ヨシ（アオにヨシ・ヨシと言いながら親鳥

が ひな にするように餌を口移しで与える。そのせいかい

つもチー助よりアオの方が 5～6ｇ重い）」、「ソーちゃん 

カワイイ（私の孫 1歳 10ヵ月に対して言うように教え

た。このまえ、孫がこわごわとチー助に餌を与えてい

た）」チー助は、妻や私が話しかけるときは、だいたい口

のそばまでやってきて話を聞いています。そして話を止め

るとツンツンと軽く口をつつく「もっと話して」。このや

りとりはけっこう長く続くので少し疲れます。2022年の

11月にアオ(雌：青色)が我が家にやってきました。名前

は体が青いからそのまま「アオ」と名付けました（実は次

に飼うインコは綺麗な青色にしようと決めていた。名前は 2羽とも妻がつけてくれた）。誕生日は 10月

頃らしく。この子はもう挿し餌の時期は終わっていて普通のブレンドの餌を問題なく食べました。 

「すぐに 2羽が慣れてくれればいいのだが」と思いながら 2羽を同じ鳥かごに入れてみましたが、淡い

期待もあっさり裏切られ、なんとチー助が嫌がって逃げ回る始末、これは慣れるまで時間をかけるしかな

いとあきらめてアオの住居づくりをしました。≪ベースは大きめの使っていない水槽（横 55cm×縦

35cm×奥行 30cm）を使い、今は 11月なのでこれから寒くなる、寒さ対策は必須。ヒーター用のランプは

60Wがあった。ケースは 6号の素焼きの植木鉢、底の穴にランプの金口が通るので、ソケットを購入して

ランプを底の穴に固定、土鍋のように保温は期待できる。でも、それだけでは心もとないので、湯たんぽ

も入れることにした。これは朝方には冷めてしまうのでそんなに期待はできない。≫などなど結構楽しみ

ながら作業を進めること

ができました。左の写真

はセキセイインコを飼う

場合にそろえておきたい

道具です。（植木鉢は別、 

ウエイトスケールは 

体重や餌を量る） 

 

アオ (1 歳 40g) 

湯たんぽ 

温度計 

ヒーター  

急ごしらえの植

木鉢のヒーター 

断熱物の上に伏

せて使う。 

デジタルウエイトスケール 

サーモスタット 
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 右の餌は現在使用しているものです。殻が散って大変な時は殻

無しを使うのがお勧めです。みんなよく食べています。餌の量は

体重の 1/10 を目安にして 4～5ｇにしています。人が何かを食べ

ていることが分かると、我が家のセキセイインコは必ず餌を要求

してきます。その時は粟穂の小さな塊をいくつか与えます。 

  アオは鳥かごにいるときは、中に置いてあるブランコや回し

車、とまり台などで遊びますが、外で遊ぶ道具はありません。あ

るとすれば紙の縁をかむことくらいです。あとは好きなところに止まって、きょろきょろしているかチー

助の後をひたすら追いかけて飛び回っているかです。でもチー助は様々な道具を使いました。最初はつま

楊枝でした、口にくわえてテーブルの端から下に落とすことを繰り返しよくやっていました。ゴーヤのキ

ーホルダー、アヒルの置物、ペットボトルの蓋で遊んでいました。現在では下の写真にあります、ステッ

ク状の塗り薬、テレビのリモコン、テッシュペーパーの箱、ペットボトルと良く遊びます。それぞれ雌に

見立てているようで、手をつつきに来ます。「邪魔するな！」？ 

 

環境を壊すのは人間だけとは思いませんが、 

環境を少しでも取り戻せるのは人間かもしれませ

ん。              江島光弘、記 
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連 絡 先 

TEL・ FAX：049-225-2619 

E m a i l：mokamokawh@gmail.com 

mo-katsu@jt4.so-net.ne.jp 

殻付き 殻無し 粟穂 

かつて沢山遊ん

だが、だんだん遊

ばなくなってきた

道具やおもちゃ 

最近のチー助とアオ 


